
都市再生整備計画(第１回変更）  
み や ざ き し た か お か い い だ

宮崎市高岡飯田地区

み や ざ き

宮崎県宮崎市

平成28年7月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 42.5 ha

平成 28 年度　～ 平成 30 年度 平成 28 年度　～ 平成 年度

目標

大目標：
目標１
目標２

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

点 平成27年度 平成30年度

件／年 平成27年度 平成30年度

都道府県名 宮崎県
みやざき

宮崎市
み や ざ き したかおかい い だ

宮崎市高岡飯田地区

計画期間 交付期間 30

豊かな自然と共生した快適で防災性の高い住環境の整備により、定住化を促進し、人口減少に歯止めをかける。

土地区画整理事業や公共下水道整備と一体的に都市基盤施設の整備を行うことで、安全で防災性の高い宅地の創出を図る。
土地区画整理事業や公共下水道整備と一体的に都市基盤施設の整備を行うことで、快適な生活環境の創出を図る。

【現況】
・宮崎市高岡町は、宮崎市中心部から西に約１３kmに位置し、町土の大半は山林で、宮崎市中心部に近接しながらも豊かな自然環境を保っている。また、古くから勢力争いの繰り広げられた地域でもあり、このため関所跡や城下町としての名残など、歴
史的資源の多い地域でもある。
・宮崎市高岡町の人口は、昭和２５年の約１７，５００人をピークに年々減少し、昭和４５年以降１２，０００人台で推移し、平成１９年度には１１，０００人台となり、平成２６年度には１１，０５１人となっている。また、６５歳以上の高齢者は年々増加し、平成１７
年度には高齢化率２８．５％、平成２２年度には３１．７％となり、平成２６年度には３４．１％と高齢化が進行している。
・本地区は、高岡町の中心市街地の東側に隣接した地区で、地区中央に飯田川及び国道１０号線が位置してることに加えて、地区の西側に宮崎市高岡総合支所や宮崎市高岡福祉保健センター、高岡小中学校が位置している等、高岡地域の中心地に近
い。市町合併後の現在においても、地域拠点として非常に重要な位置にある。
・本地区は、飯田川流域ということもあり昔から浸水被害に悩まされてきた土地であり、平成１７年度の台風１４号の際には、大規模な水害に遭い多大なる被害を受けた地区である。更に、近年、自然環境の変化に伴うゲリラ豪雨や局地的豪雨等の水害
が増加していることから、防災力の強化がより一層求められている。

【まちづくりの経緯】
・平成１８年１月宮崎市と合併し、宮崎市高岡町となる。
・平成６年より、飯田土地区画整理事業に着手し、人口減少及び高齢化対策に取り組んでいる。
・宮崎市高岡中央地区都市再生整備計画（事業期間：平成２０年度～平成２４年度）を策定し、まちづくりを実施した。
→天ヶ城体育館改修事業による耐震改修やバリアフリー改修、高岡西部地区コミュニティセンターの整備により、コミュニティ機能の充実や防災力の強化が図られ、地域住民が安全・安心に暮らせる都市基盤を確保することができた。また、飯田土地区画
整理事業と一体的に実施した道路・公園等整備により、人口の減少幅を減らすことができた等の効果の発現を確認することできた。
・宮崎市高岡中央地区（２期）都市再生整備計画（事業期間：平成２５年度～平成２７年度）を策定し、まちづくりを実施した。
→Ⅰ期計画に引き続き、飯田土地区画整理事業と一体的に都市基盤等の整備を実施したことで、高齢者や障害者を含む全ての人が安全・安心に暮らせるまちづくりを創出し、徐々に定住化の促進が図られて来ている。また、町の中心部に残っていた有
形文化財に指定されている武家門等の保存による歴史的まちなみの形成を推進したことにより、住民主体のまちづくりの機運が高まった。

地域住民が常に安心して快適に生活できるまちづくりを行う必要がある。
①高齢者はもちろん、誰もが安心して生活できるように防災施設の整備を促進し、防災力の強化を図る必要がある。
②自然環境の変化に伴うゲリラ豪雨や局地的豪雨の増加により、浸水被害の危険性が増しているため、土地区画整理事業及び雨水幹線整備により、災害に強い安全なまちづくりを促進し、安全性の向上を図る必要がある。
③人口の減少傾向に歯止めをかけるために、公園や公共下水道をはじめとする都市基盤施設の整備を促進し、快適な住環境の創出を図る必要がある。

・第四次宮崎市総合計画（平成２５年改定）では、高岡町域の基本目標として「市民が主体の住民自治のまち」、「自然と共生し快適に暮らせるまち」、「ともに支え合い、安全で、安心して暮らせるまち」、「活気があふれ、いきいきと働けるまち」を掲げてい
 る。
・宮崎市都市計画マスタープラン（平成２５年改定）では、当地区を含む高岡総合支所周辺を「地域拠点」と位置づけ、実現するための整備・誘導方針として、「住民の居住、日常生活を支える商業・業務、身近な公共公益、文化機能等の集積をを図る」とし
ている。
・宮崎市地域防災計画では、水害予防対策として、「水路等の改修や公共下水道の整備等により浸水被害の解消や低減に努める」としている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

まちづくりに対する満足度の向上
本地区のまちづくりに対する満足度（アンケートによる1点～
5点の5段階評価の結果）

快適で防災性の高い宅地の整備を進めることで、住民のまちづくり
に対する満足度や愛着度を向上する。 3 3.85

年間新規着工建物件数 年間新規着工建物（住居）件数の実績
良好な住宅基盤及び住環境の形成状況。
前計画から進めてきた都市基盤整備を継続することにより年間新
規着工建物件数を維持する。

15 15



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

土地区画整理事業や公共下水道整備と一体的に都市基盤施設の整備を行うことで、安全で防災性の高い宅地の創出を図る。

・土地区画整理事業および雨水幹線整備により災害に強い安全なまちづくりを促進し、安全性の向上を図る。
・公園内に耐震性貯水槽を整備を促進し、災害時における防災性の強化を図ることで、安全・安心で防災性の高い住宅地を創出する。

基幹事業
・飯田５号街区公園耐震性貯水槽（地域生活基盤施設）
提案事業
・事業効果分析
関連事業
・土地区画整理事業
・雨水幹線整備

土地区画整理事業や公共下水道整備と一体的に都市基盤施設の整備を行うことで、快適な生活環境の創出を図る。

・土地区画整理事業や公共下水道（汚水）の整備と一体的に公園整備を実施することにより、快適な生活環境を創出し、定住化の促進を図る。
・飯田５号街区公園については、より地域住民の利用促進が図られる施設となるようにワークショップを実施し、地域コミュ二ティ拠点としての機能の創出を
図る。

基幹事業
・飯田５号街区公園、６号緑地（公園事業）
提案事業
・事業効果分析
関連事業
・土地区画整理事業
・公共下水道整備（汚水）



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 －

宮崎市 直 A=2,000㎡ H29 H30 H29 H30 30.0 30.0 30.0 30.0 

6号緑地 宮崎市 直 A=1,000㎡ H28 H28 H28 H28 4.0 4.0 4.0 4.0 

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 宮崎市 直 40㎥級 H29 H29 H29 H29 9.8 9.8 9.8 9.8 

高質空間形成施設

高次都市施設

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（高次都市施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 43.8 43.8 43.8 0.0 43.8 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

宮崎市 直 － H30 H30 H30 H30 4.0 4.0 4.0 4.0 

合計 4.0 4.0 4.0 0.0 4.0 …B

合 計(A+B) 47.8
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
宮崎市 国土交通省 A=42.5ha ○ ○  H6 H29 6,421 

宮崎市 国土交通省 L=700ｍ ○ H27 H30 57 

宮崎市 国土交通省 A=126ha ○ H27 H30 567 

合計 7,045

交付対象事業費 47.8 交付限度額 19.1 国費率 0.4

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

公園
飯田5号街区公園

5号街区公園耐震性貯水槽

連携生活拠点誘導施設

住宅市街地
総合整備
事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造支援事業

事業活用調査 事業効果分析 宮崎市高岡飯田地区

まちづくり活動推進事業

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

土地区画整理事業 飯田地区

雨水幹線整備 飯田地区

公共下水道整備（汚水） 飯田地区



都市再生整備計画の区域

面積 ha 区域
み や ざ き し た か お か い い だ み や ざ き

　宮崎市高岡飯田地区（宮崎県宮崎市） 42.5 宮崎市高岡町五町、内山、飯田

S=1:30,000
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まちの魅力度 （　点　） 3 （　27年度） → 3.85 （　30年度）

年間新規着工建物件数 　（件／年） 15 （　27年度） → 15 （　30年度）

（　　　　） （　　　年度） → （　　　年度）

　　ミヤザキシタカ オカ イ イ ダ　　　　　　　　　　　                 　　ミヤザキ

　宮崎市高岡飯田地区（宮崎県宮崎市）　整備方針概要図

目標
豊かな自然と共生した快適で防災性の高い住環境の整備に
より、定住化を推進し、人口減少に歯止めをかける。

代表的な
指標

　　　　　　　　基幹事業

　　　　　　　　提案事業

　　　　　　　　関連事業

凡　　例

■基幹事業
公園

飯田５号街区公園整備

■基幹事業
地域生活基盤施設
飯田５号街区公園

耐震性貯水槽

□提案事業
事業効果分析

（事業活用調査）

■基幹事業
公園

６号緑地

○関連事業
・飯田土地区画整理事業（土地区画整理事業）
・雨水幹線整備
・公共下水道整備（汚水）

飯田3号
街区公園


